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ゆとりある村づくり

農業・ 漁業 の活 性化

宅地事業による人口増加

目指して
平成13年度一般会計予算

22億357 万円でスタート（前年度比0．6％減）

平
成
十
三
年
度
施
政
方
針

国
の
財
政
は
、
長
期
化
す
る
景
気
の
停
滞

な
ど
に
よ
り
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。村
の
財
政
も
こ
れ
に
伴
い
税
収
の
落
ち
込

み
、
地
方
交
付
税
の
伸
び
悩
み
な
ど
、
厳
し

い
一
年
に
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
財
政
事
情
の
厳
し
さ
か
ら
、
国
・

県
も
市
町
村
合
併
を
推
進
し
て
お
り
、
平
成

十
七
年
度
ま
で
に
実
施
す
る
よ
う
強
力
に
指

導
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
の
中
で
村
民
一
人
ひ

と
り
が
質
の
高
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
な
生

活
基
盤
を
整
備
し
、
ゆ
と
り
あ
る
暮
ら
し
が

で
き
る
「
村
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

国
道
二
八
〇
号

バ
イ
パ
ス
の
開
通
に
よ
り
、

生
活
圏
の
広
域
化

が
進
み
「
地
域
」
の
も
つ

意
義
が
大
き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
宅
地
造
成
事
業
の
実
施
に
よ
り
減

少
し
続
け
て
き
た
人
口
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
で
す
。
そ
し
て
企
業
誘
致
を
し
て
、
子
ど

も
や
孫
の
働
く
場
を
確
保
す
る
こ
と
で
す
。

農
林
水
産
業
の
振
興
は
、
本
村
産
業
の
中

心
で
あ
り
、
今
後
も
活
性
化
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
今
年
は
、
漁
業
者
が
待
望
の

荷
さ
ば
き
場
等
の
建
設
に
向
け
て
、
漁
業
関

係
者
と
十
分
協
議
を
し
て
実
施
計
画
を
組
み

平
成
十
四
年
度
に
建
設
い
た
し
ま
す
。

生
活
が
豊
か
に
な
る
に
つ
れ
て
、
物
よ
り

心
の
豊
か
さ
が
重
要
視
さ
れ
、
教
育
も
福
祉

も
個
人
の
価
値
観
が
多
種
多
様
化
し
て
お
り
、

こ
れ
に
対
応
す
べ
く
新
た
な
視
点
に
立
っ
た

行
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
村
づ
く
り
は
行
政
の
努

力
だ
け
で
は
実
現
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

村
民
の
英
知
が
結
集
さ
れ
て
こ
そ
実
現
で
き

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
何
と
ぞ
村
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●平成13年度村の予算　2



厂¬ 自主財源　　７億7, 102万円(35. 0%)

厂¬ 依存財源　　14億3, 255万円(65. 0%)

繰＼入･金=

19!,101

(8. 8%) 村 卜税 ＞

193,247

J（8ﾝ8 ％ ）j

こそ= め 他

J(3.91 ％):

・使用料及び手数料

48, 373

・分担金及び負担金

5,312

・繰 越 金　15,000

・財産収入　5,  054

・諸 収 入　12, 232

・寄 附 金　　　 １

そ の 他
(3.9 ％)

・ 地方 譲与税　36,000

・ 自動車取得税交付金

15,000

・地方 消費税交付金

22,000

・地方特 例交 付金

5,000

・利子 割交付 金

2,000

・交通安 全対 策交付金

1, 300

村 ： 債 ＼

2!7,4007

==(9.9 ％)=，

県 支出金

66, 123(3. 0%)

国庫支出金

56,431(2.5％)

地方交付税

1,310,000

(59. 4%)

人 件 費

751, 110
(34. 1%)

扶 助 費

37, 516

(1.7 ％)

公 債 費

302, 1 92
(13. 6%)

物 件 費

307, 660
(14. 0%)

維持補修費

37, 122

(1.7 ％)

補 助 費

258, 789
(11.8%)

投資及び出資

410

(0.1 ％)

普通 建設事業費

313, 868

(14.2 ％)j

繰 出 金

190, 215

＼ (8.6%)

そ の 他（0.2 ％）

・貸付金　　　　2,000

・災害復旧費　　　400

・予備費　　　　2,292

(単位：千円)

議　　会　　費
〔76､574〕

■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3.5%

・議 会活動 費　56,836

総　　務　　費
〔388, 887〕

㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 17. 7%

・コ ミュニ テ イバス運行費　11.894　 ・交通安全対策費　2.131

・参議 院議員 選挙費　2,810　 ・村長選挙費　2.389

民　　生　　費
〔267, 275〕

㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12.1%

・老 人福祉費　92,136　 ・防犯対策費　2､434　 ・ 保育所 費　oo, 196

・身体障害 者更正援 護施設措置費　10,000

・国民 健康保険特 別会計繰出金　24, 124

・介護保険事業特 別会計繰出金　48,548

衛　　生　　費
〔296, 896〕

㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13.5%

・青森地域広域事務組 合負担金　88,841　 ・母子 衛生費　5.908

・老人保健事業費　18.958　 ・ふ れあいセ ンター費　43,0 輿

・簡易水道事業特別 会計繰出金　85, ㈲9

労　 働　 費
〔70〕

0.0%

農林水産業費
〔253, 211〕

㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11.5%

・農業 委員会費　37,156　 ・畜産業費　14,478

・県営中沢・長科地区担い手 育成事業負担金　↓↓,625

・農業 構造改善事業費　5,  361　・ 水田 農業経営 確立対策費　15､284

・漁港管理費　27,223

商　　工　　費
〔25, 664〕

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1.2%

・商工 会補助金　2,230　 ・観光協 会補助 金　3.500

・簡易小口 資金特別保証貸付 金　2,000

土　　木　　費
〔235, 945〕

㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10.7%

・広il  1 -  1 号線特殊改良工事　32,000

・蓬田 ２－１号線特殊改良工事　48,000

・郷沢 ２－１号線特殊改良工事　35, ㈲0

・村営 住宅 修繕費　o, 681　　・除排雪 費　21,175

・準 用河 川中沢河川改修工事　29､255

消　 防　 費
〔104, 044〕

■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 七7 ％

・広域消防 事務組合負担 金　62.719

・防火 水槽 設置工 事費　18,000

教　　育　　費
〔242, 889〕

㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11.0%

・小学校費　79.705　 ・中学校費　26.814　 ・幼稚園費　30,665

・スキ ー場管理 費　2.071　 ・ふるさと総合セン ター費　10,822

・王松台 スポーツガーデン管理費　4,818

・給食セン ター特 別会計 繰出金　9,922

災 害 復 旧 費
〔7, 635〕

0.3%

り 叮川等災害復旧費　7,175

公　　債　　費
〔302, 192〕

㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13.7%

・元金　213,542　 ・利子　88, 650

予　 備　 費
〔2, 292〕

0.1%

3　●平成13年度村の予算

▲平成13年度　　　　主な事業と

予算

歳　入

22億357万円



ぐ単位：千円 ｝

学　 校　 給　 食　 セ　 ン　タ　 ー 伸び率　19.0% 減

歳　　 入

27,!98

繰　　入　　金　　　　　　　　　　　　　負　　袒　　金

9,922　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17,256
36.5%　　　　　　　　　　　　　　　　　63.4%

繰越金

20

0.1%

歳　　出

27,198

総　　務　　費　　　　　　　ら　　　　　 給　　 食　　費

9,922　　　
??486

）　　　　　　　17,276

36.5%　　　　　　　　　　　　　　　63,5%

国　　民　　健　　康　　保　　険 伸び率　6.3% 増

歳　 入

311,506

国　庫　支　出　金

118,049
37.9%

国民健康保険税

133,596
d呟 べ　42 肖

その他

59,861
皿2 ％

歳　 出

311,506

保　険　給　付　費　　　　　　゙

175,352　　

万万yjS

56.3%

老人保健拠出金

91,228
29.3%

その他
44,926

14.4%

老　　　　 人　　　　 保　　　　 健 伸び率　0.0% 減

歳　 入
421,168

支 払 基 金 交 付 金

ﾋﾟ294,050
糺　　　69.8%/,,UI､、

国庫支出金

83, 600
皿9 ％

その他

43.518
10.3%

歳

42‘

出
,168

活白|　　　　　　医　　　　療　　　　諸　　　　費笠　　　　　　　　　　　　　　　　

419,450
司直　　　　　　　　　　　　　　　　　99.6%

その他

1,718
0.4%

介　　護　　保　　険　　事　　業 伸び率　7.2% 増

歳　　 入

267, 950

支払基金交付金

81,077
XV 二耳　30.2%
｀　　yl　　f

国庫支出金　　 保険料

63,166　　　41,873
23.6%　　　15.6%

繰入金

51,110
19.1%

その他
30,724
11.5%

歳　 出
267, 950

j; 尚白畢宍　　 保　険　給　付　費果ﾇﾑﾗﾝ　　　　　　　

245,688
91.7%

総　務　費

21,005
7.8%

その他

1,257
0.5%

簡　　易　　水　　道　　事　　業 伸び率　37.7％増

歳　 入

325, 042

使用料及び手数料

22,013
6.8%

国庫支出金

74,400
22.9%

繰　人　金
85,009

26.1%

村　　　 債　　　　　その他

143,600　　　　　　　20
44.2%　　　　　0.0%

歳　 出

325, 042

匸､｡_⊃　　　　　　　　総　　　　 務　　　　 費广二号h　　　　　　　叱ヽ 　　　　　　　　　力　　　　　　　　　.、
y……゙゙ ･繼諮　　　　　　　　　　　　　　　　　　325,042

100 ％

宅　　地　　造　　成　　 事　　業 伸び率　20.3% 減

歳　　入

226, 698

村　　　　　　　　　　債

226,696
万言、　　　　　　　100. 0 ％

繰入金

2
0.0%

歳　 出

226, 698

→｡

胆　　　総　　　　　 務　　　　　 費
226,698

グ　　　　　　　　　　　　　　　　　　100％

伸び率は、 前年 度当 初予 算対比

●平成13年度村の予算　４

▲特別会計予算　　　　15億7,956

万円



ふ
 
ん
 
尿
 
鶏
 
ふ
 
ん
 
強
 

制

発
 
酵
 
処
 
理
 
施
 
設
 
を
 
建
 

設

（
農
事
組
合
法
人
）
蓬
田
養

鶏
組
合
で
は
、
村
と
協
議
し
な

が
ら
環
境
に
や
さ
し
い
経
営
を

目
指
し
て
、
家
畜
排
せ
つ
物
の

処
理
と
堆
肥
と
し
て
再
利
用
す

る
た
め
の
施
設
の
建
設
を
し
ま

し
た
。
急
激
に
住
宅
化
か
進
行
す
る

中
、
農
業
が
主
体
の
本
村
に
お

い
て
は
、
村
も
畜
産
経
営
者
も

環
境
問
題
の
解
決
に
迫
ら
れ
て

い
ま
す
。

国
は
、
家
畜
排
せ
つ
物
の
処

理
、
保
管
施
設
の
管
理
基
準
を

策
定
し
周
辺
地
域
住
民
と
の
協

調
関
係
を
重
視
し
、
調
和
の
と

れ
た
経
営
が
で
き
る
よ
う
に
資

源
循
環
型
農
業
を
進
め
て
い
ま

す
。そ
こ
で
、
蓬
田
養
鶏
組
合
で

は
、
村
と
十
分
協
議
し
な
が
ら

率
先
し
て
、
将
来
の
経
営
を
見

す
え

、
周
辺
住
民
と
の
協
調
を

図
る
た
め
環
境
に
や
さ
し

い
循

環
型
の
「
処
理
施
設
」

の
建
設

に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

す
で
に
一
月
頃
か
ら
稼
働
し

て

い
ま
す
。

国
内
景
気
が
一
向
に
回
復
の

兆
し
が
見
え
な

い
不
況
の
中
、

多
額
の
設
備
投
資
を
す
る
こ
と

は
大
変
な
こ
と
で
す

が
、
環
境

に
や
さ
し
い
経
営
を
目
指
し
て

お
り
、
周
辺
住
民
の
理
解
も
得

ら
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

村
も
農
林
水
産
業
、
商
工
業

の
振
興
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、

環
境
に
や
さ
し

い
循
環
型
（
再

利
用
）
の
産
業
振
興
に
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
こ
で
生
産
さ
れ
た

堆
肥
に
つ
い
て
は
、
村
内
外
の

農
家
に
供
給
し
、
生
産
性
を
高

め
て
、
お
い
し

い
野
菜
作
り
に

役
立
て
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
青
森

県
畜
産
振
興
総
合
対
策
事
業
に

よ
り
、
総
事
業
費
は
三
千
八
百

八
十
五
万
円
で
、
内
訳
は
、
国

庫
補
助
金
・
蓬
田
養
鶏
組
合
負

担
金
と
も
に
、
一
千
九
百
四
十

二
万
五
千
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

55●ふん尿鶏ふん強制発酵処理施設



21世紀の国民健康づくり運動

～自らの健康づくりは自分自身の手で～

我
が
国
は
医
療
技
術
の
進
歩

や
経
済
・
社
会
生
活
の
向
上
に

よ
り
、
平
均
寿
命
に
お
い
て
は

世
界
一
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
飽
食
や
運
動
不
足
、
さ

ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
な
ど
に
よ

り
、
肥
満
、
高
血
圧
、
心
臓
病
、

糖
尿
病
、
が
ん
と
い
っ
た
生
活

習
慣
病
が
急
激
に
増
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
出
生
数
の
減
少
に

よ
り
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進

ん
で
お
り
、
二
十
年
後
の
二
〇

二
〇
年
に
は
国
民
の
四
人
に
一

人
が
老
人
と
な
る
時
代
を
迎
え

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
を
通
じ

て
健
康
で
自
立
し
て
生
活
で
き

る
期
間
、
い
わ
ゆ
る
「
健
康
寿

命
」
を
伸
ば
し
、
生
活
の
質
の

向
上
を
図
る
た
め
の
環
境
整
備

が
一
層
求
め
ら
れ
て
き
て
い
ま

す
。こ
の
た
め
、
国
で
は
、
昨
年

か
ら
二
十
一
世
紀
の
国
民
健
康

づ
く
り
運
動
と
し
て
「
健
康
日

本
2
1」
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
こ
の
「
健
康
日
本

2
1」
は
生
活
習
慣
の
見
直
し
を

進
め
、
が
ん
、
心
臓
病
、
脳
卒

中
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣

病
を
予
防
す
る
こ
と
に
重
点
を

お
い
た
健
康
づ
く
り
を
す
す
め

て

い
く
も
の
で
す
。

こ

の

基
盤

と
な

る
も

の
は

「
自
ら

の
健
康

づ
く
り
は
自
分

自
身
の
手
で
」
と
い
う
考
え
方

で
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が

自
分
の
健
康
問
題
に
関
心
を
持

ち
、
自
ら
の
生
活
習
慣
を
見
直

し
、
身
近
に
取
り
組
め
る
こ
と

か
ら
健
康
づ
く
り
を
始
め
て

い

き
、
生
活
習
慣
病
予
防
を
中
心

と
し
て
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
こ
う
と

い

う
も
の
で
す
。

国
の
「
健
康
日
本
2
1」
の
取

り
組
み
を
受
け
て
蓬
田
村
に
お

い
て
も
平
成
十
三
年
二
月
二
十

二
日
に
「
蓬
田
村
共
同
保
健
福

祉
会
議
」
を
『
ゆ
た
か
な
高
齢

化
社
会
を
め
ざ
し
て
、
健
康
づ

く
り
に
み
ん
な
で
取
り
組
も
う
』

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
保
健
協
力
員
と
民
生

委
員
と
行
政
が
一
緒
に
な
っ
て

村
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

話
し
合
う
会
議
で
す
。
今
年
は

村
の
健
康
問
題
と
し
て
住
民
健

診
の
受
診
率
が
壮
年
期
の
人
と

男
性
が
全
般
的
に
低

い
と

い
う

現
状
か
ら
「
若
年
者
と
男
性
の

受
診
者
を
増
や
す
に
は
ど
う
す

れ
ば
よ

い
か
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
話
し
合
い
が
も
た
れ
ま
し
た
。

話
し
合
い
の
結
果
と
し
て
、

十
三
年
度
に
住
民
健
診
の
受
診

率
ア
ッ
プ
を
目
標
に
次
に
述

べ

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

①
だ
れ
が
ど
こ
で
ど
ん
な
健
診

内
容
で
受
診
し
て

い
る
か
健

診
前
に
全
地
区
対
象
に
正
確

な
住
民
健
診
対
象
者
調

べ
を

実
施
す
る
。

②
地
区
に
ど
ん
な
住
民
組
織
・

団
体
が
あ
る
の
か
を
調
査
し
、

民
生
委
員
や
保
健
協
力
員
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
協

力
員
等
の
地
区
組
織
の
協
力

を
得
て
、
そ
の
団
体
等
に
働

き
か
け
る
。

③
地
区
に
あ
る
職
場
の
健
診
体

制
を
把
握
し
、
従
業
員
の
健

康
管
理
を
徹
底
す
る
よ
う
依

頼
す
る
。

①
モ
デ
ル
地
区

（
今
年
は
広
瀬

地
区
）
を
設
定
し
、
受
診
率

ア
ッ
プ
に
向
け
て
重
点
的
に

取
り
組
む
。

⑤
高
齢
者
の
受
診
者
を
増
や
す

た
め
に
老
人
ク
ラ

ブ
組
織
に

働
き
か
け
る
。

⑥
健
診
受
診
Ｐ
Ｒ
を
含
め
た
健

康
教
育
を
健
診
前
に
プ
ロ
グ

ラ

ム
化
し
継
続
実
施
す
る
。

⑦
十
三
年
度
に
取
り
組
ん
だ
具

体
的
な
実
践
報
告
を
、
共
同

保
健
福
祉
会
議
や
村
の
社
会

福
祉
大
会
・
福
祉
と
健
康
ま

つ
り
等
の
機
会
に
行
う
。

⑧
健
診
の
受
診
状
況
調
査
（
意

識
調
査
）
を
壮
年
層
（
四
十

～
四
十

四

歳

）
　と

退

職
者

（
六
十

～
六
十
四

歳
）
　に
対

し
て
行
う
。

以
上
の
こ
と
を
村
民
の
皆
さ

ま
と
と
も
に
取
り
組
み
、
健
康

な
村
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
村
民
の

皆
さ
ま
に
は
、
ま
ず
は
健
診
を

受
け
て
自
分
の
健
康
管
理
に
取

り
組
み
、
豊
か
な
生
活
を
送
ら

れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て

い

ま
す
。

●保健コーナー　6



カメラ ア　イ

春季火防演習
４月１曰、蓬田村消防団は有事に対応

できる態勢を整えるため、中沢地区で

「強風下に火災が発生、延焼の恐れあり」

と想定し、春季火防演習を行いました。

訓練は、午前８時30 分に火災発生の通

報があり、役場からサイレンの報知で村

内８分団、128 名の消防団員が出動して

行われました。消防団員は、きびきびと

した動作で消火活動にあたり見守る地域

住民に安心感を与えました。

この後、団員は中沢地区農村公園前の

通りで分列行進を行い、最後に八幡敏雄

団長より「この時期は火災が発生しやす

いので、地域住民に火災予防を呼びかけ

てください」との訓示があり演習を終え

ました。

演習後、中沢から高根までパレードを

行いながら、火災予防を呼びかけました。

新入学おめでとう

４月７曰、蓬田小学校及

び蓬田中学校で入学式が行

われました。

今年新たに小学校に入学

した27人（男８人、女19人）

の児童は、新入生紹介で名

前を呼ばれると大 きな声で

返事をしてこたえました。

中学校には、45人（男24人、

女21 人）の新１年生が胸を

張って入学しました。

また、蓬田幼稚園の入園

式は、４月９曰行われ、園

児20 人（男10 人、女10 人）

が元気いっぱいに新しい生

活のスタートをきりました。

●
我
慢
坂
　

ネ
ジ

ー
本
で
　

止
め
て
あ
る
　
　
　
　

清
　

乃

●
種
ま
く
が
　
我
慢
限
界
　

低
米
価
　
　
　
　
　
　

重
　

彦

●
痩
我
慢
　

図
太
く
笑
う
　

脳
天
気
　
　
　
　
　
　

森
　

勝

●
嫁
姑
　
我
慢
の
戦
い
　
夫
行
司
　
　
　
　
　
　
　

藤
　

久

●
ダ
イ
エ

″
卜
　
我
慢
も
限
界
　

デ
ブ
で
い
い
　
　
千
恵
子

●
我
慢
の
子
　

涙
こ
ぼ
れ
る
　

痛
く
な
い
　
　
　
　

増
　

吉

●

叱
ら
れ
て
　

無
口
で
涙
　

男
の
子
　
　
　
　
　
　

瓢
　

一

●
我
慢
と
い
う
　

釘
を
子
ど
も
に
　

さ
し
て
お
く
　

蓬
　
石

●
弁
慶
も
　
我
慢
の
涙
　

向
こ
う
脛
　
　
　
　
　
　

勝
　

美

●
堪
忍
袋
　

紐
は
若
者
　

切
れ
や
す
い
　
　
　
　
　

貴
　

広

７　●カメラアイ/川柳北緯41°



IB白本赤十字社救護看護婦、旧陸海軍

従軍看護婦の皆さまへ

先の大戦において戦地等に派遣され、戦時衛生勤務

に服された旧曰本赤十字社救護看護婦及び旧陸海軍従

軍看護婦の方に対して、内閣総理大臣名の書状を贈呈

いたします。

●対象となる方

外地における勤務経験を有する|曰曰本赤十字社救護

看護婦及び旧陸海軍従軍看護婦のうち、慰労給付金の

対象とならない方。ただし、本人限りとします。

●請求期限 平成15年３月31曰まで

●問い合わせ先

〒100-8914　東京都港区虎ノ門1 -18- 1

内閣総理大臣官房管理室　業務担当

容　03 － 3539 － 7800 ぐ801

平成113年度第1回介護普及講演会開催

１　　日　 的

介護実習・普及活動事業の一環として、高齢者が「安
心・安全・快適」で、なおかつ住み慣れた家庭や地域で
心を通じ合って生活するために、高齢者等の自立支援に
関する知識を広く普及します。
２　 主　 催

３　　日　 時

４　 会　 場

５　ﾇ 寸　 象

６　 テ ー マ

７　　講　 師

８　　日　 矛呈

９　 受 講 料

青森市社会福祉協議会

青森県

平成13 年 ５月30［］（水）13 : 00～15 : 00

青森 市　　 県民福祉プラザ４階　 県民ホール

〒030-0822

青森 市中央 ３丁目20 番30 号　SO  17-774-3234

一般県民､保健一福祉･教育関係職員等　定員350人

「笑いと健康」 ～介護する人・される人～

イベントプロデューサー
カルチャーセラピー塾長

－　・　I　|･　－■7･　､馬　畆　
＿

白石三四子 （京都府）

（曰本笑い学芸会員）

12 : 30～　　　受　 付

13 : 00～　　 開　 会

13 : 05～　　　講　 演

15 : 00～　　 閉　 会

無料
10　 申 し 込 み 方 法 青森県介護実習・普及センターへ直

接、電話又はファクスで申し込んでく
ださい。定員になり次第締め切ります。

青森介護実習・普及センター　電話　017-774-3234

FAX　017 － 774 － 3235

お知らせ
情
報
局

総務省からのお知らせ

電波利用保護旬間

６月１曰～10 曰

クリーンな電波環境がＩＴ社会を支えます。

～電波はみんなのものだから、ルールを守って正しく使い

ましょう～

電波の混信・妨害についてのお問い合わせは

〒980-8795　仙台市青葉区本町3-2-23

総務省東北総合通佶局監視課

s  022-22 卜0641

事業主の皆様ぺ

労働保険の申告・納付はお済みですか､。

平成12年度確定保険料・平成13年度概算保険料の申

告の時期となりました。

保険料申告書の提出及び保険料の納付期限は５月21

曰です。

お早めにお近くの銀行、郵便局等で手続きしてくだ

さい。

なお、申告・納付が同時にできないときは、黒刷り

の申告書は最寄りの労働基準監督署または青森労働局

へ、ふじ色刷りの申告書は青森労働局へそれぞれ提出

し、納付についてご相談ください。

詳しいことは、青森労働局　労働保険徴収室

0017-734-4111) へお問い合わせください。

●お知らせ情報局　8



蓬田村に永住（大韓民国・朝鮮民主主義人民共和国・中

華人民共和国（台湾）国籍の特別永住者）している旧軍

人軍属等であった皆さん及びその遺族め皆さんへ

平和条約国籍離脱者等である戦没者遺族等に対する弔慰金等の支給に関する法律が施行され

ご遺族の方には　　　　弔慰金

重度戦傷病者の方には　見舞金 (及び老後生活設計支援特別給付金)

260万円

400万円
が支給されます。

対象者 特別永住者として曰本に永住している方などで次のいずれかに該当する方

①　昭和12年７月７曰以後公務傷病にかかり、これにより昭和16年12月８曰以降死亡された方

のご遺族

②　昭和12年７月７曰以後公務傷病にかかり、これにより重度障害の状態にある戦傷病者の方

（:重度戦傷病者といいます。）

③　平成13年３月31曰以前に死亡された重度戦傷病者のご遺族（①に該当する方を除きます。）

公務傷病とは、戦闘中や作業中の負傷、在職中の病気などをいいます。

遺族とは、①配偶者、②子、③父母、①孫、⑤祖父母、⑥兄弟姉妹、①死亡された方と生計

関係を有していた伯父叔母・甥姪など三親等内の遺族をいいます。

弔慰金は、この順番による最優先順位の遺族お一人に支給されます。

重度戦傷病者とは、片手の親指を失った方、片足のすべての指を失った方及びこれ以上の障

害の状態にある方をいいます。

請求期間 平成13年４月１曰から平成16年３月31曰まで

受給できない方 恩給法や戦傷病者戦没者遺族等援護法などの給付を受けた方がいるなどの場

合は受給できません。

請求書類

①　弔慰金等請求書

②　外国人登録証明書の写し

③　他の法令による給付に関する申立書

①　弔慰金等受取金融機関に関する届

⑤　公務傷病にかかった又は公務傷病により死亡したと認めることができる書類

⑤　死亡した方との身分関係を認めることができる戸籍書類など（弔慰金請求の場合）

①　障害の程度がわかる書類（見舞金請求の場合）

この他にも、ケースによって必要な書類があります。

弔慰金等請求書などの用紙は、市役所、町村役場又は都道府県庁にあります。

請求から受給まで

弔慰金等は、請求書類を居住地の市町村に提出し、都道府県を経由して総理大臣に請求しま

す。支給されることになった弔慰金等は、請求者が指定した金融機関で受領します。

詳しくは、蓬田村役場福祉課又は青森県の援護担当課にお尋ねください。

9　●お知らせ情報局



国民健康保険税の

納付にご協力を
保険税はみなさんの医療費の大切な財源です

４月12日工藤義正さん（宮本）が寄付金

10万円を古川正隆村長に手渡しました。

工藤さんは、27年間蓬田村役場に勤務さ

れ、今年の３月末をもって定年退職しまし

た。

「今まで、家族ともども村の人達にお世

話になりました。これからもよろしくお願

いします。そしてこれは少しですが」との

ことでした。

頂いた寄付金は、村社会福祉協議会の福

祉基金として活用されることになりました。

善意の心ありがとうございました。

村のために役立ててと

滞納するとみんなが困ります
もし「病気をしない」とか「納付書をどこにしまったかわからない」などの理由で滞納している人

がいるとしたら、すぐに改めてください。みなさんの医療費の支払いにあてる財源が確保できないば

かりか、きちんと納めている人との間に不公平が生じ、助けあいのしくみを支えている他の加入者に

負担をかけ、多大な迷惑をかけることになります。

滞納し続けている人も困ります
保険税を納めてもらうために、次のように保険証の有効期間が短＜なったり、保険証を返してもら

い医療費を全額負担することになったりしますので、結局滞納している人自身も困ることになります。

１ 保険証の有効期間が短くなりま
す

特別な理由もなく保険税を納期限まで

に納めないでいると 「短期被保険者証」

が交付されます。これは有効期間が通常

より短い保険証で、期限が切れると、そ

の都度国保の窓口に新しい保険証の交付

をうけにいくことになります。そのとき、

あわせて保険税の納付が求められます。

２ 保険証を返してもらい、かわりに国保の被保険者で
あるという証明書が交付されます。

納期限から１年間経過しても保険税の滞納を続けていると、

保険証のかわりに「被保険者資格証明書」が交付されます。こ

れは、単に国保の資格があることを証明するだけですので、お

医者さんでの医療費は、いったん全額を支払うことになります。

あとで医療費の領収書をもって国保の窓口に申請することで、

かかった医療費の７割（または８割）が払い戻されますが、同

時に滞納している保険税を支払ってもらうことになります。

特別な理由などでどうしても納付が困難な場合は、早めに国保に相談しましょう。

☆お問い合わせ先…役場住民課国保係S27-2112 まで

●お知らせ情報局10



いっしょに 5・7・5 を！
年
齢
性
別
を
問
い
ま
せ
ん

会
員
募
集
中
で
す
。

傘
松
川
柳
同
好
会
は
、

中
沢
地
区
の
老
人
の
家

に
集
ま
っ
て
川
柳
を
楽

し
ん
で

い
る
蓬
田
村
文

化
協
会
所
属

の
グ
ル

ー

プ
で
す
。

年
会
費
は
二
千
円
で
、

六
月
、
九
月
、
十
一
月

（
村
民

祭
）
と

、

一
月

（
よ
も
ぎ
温
泉
で
新
年

句
会
）
、
三
月
の
五
回

会
員
が
句
を
持
ち
寄
っ

て
交
流
を
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
結
果
は
そ
の

つ
ど
句
会
報
と
し
て
印

刷
配
布
し
、
一
部
を
こ

の
広
報
に
発
表
し
て
お

り
ま
す
。
ど
う

ぞ
一
度

遊
び
に
お
い
で

下
さ
い
。

懇
親
会
も
あ

り
ま
す
。

連
絡
先
は
事

務
局
（
昔
二
七
－

二

○
五
八
）
　工

藤
さ
ん
へ
。

今
回
児
童
川
柳

は
休
み
ま
す
。

テレホンガイド

役　　　 場　27  ― 21!｣卜万,∠]くIIよ も ぎ温泉　　　27-2170

FAX　27-3255ﾚ 厂] 中 央 公民館=　　　27-2076

教 育 委員会　31 十β1!i:･ニ ノ扮
万:･:育･=.y jj i･ 所 27-2180

ふ

よ 乙 子Ej
＼=

こﾉ|ﾉ

＼:?:ﾉﾉ:ﾕﾉ111t:jﾉ|:::ﾉiｶ　回
嶌

ト レ セ ッ　3010 ……〉中ﾉﾉ……学･=万:･4交　　　27-2038

た ま まっ海 の情報館 十Iﾕ 宍I社 会福 祉協議会　27-2828

31-3061 ニ:呂:::゛iマ ルシ 土よ もぎた31-3040

５ MAY

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

5月行事予定表
-

開催日 曜日 行　　　　 事　　　　 名 場　　　　 所 時　間 担　　当
｜

5/2　1 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9:00 中 央 公 民 館

７ 月 書道教室 中　央　公　民　館 13:30 ク

９ 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9二00 ク

14 月 書道教室 中　央　公　民　 館 13:30 々

ク 月 予防接種ポリオ２回目 蓬　田　診　療　所 13:00 福　　祉　　課

16 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9二00 中 央 公 民 館

21 月 書道教室 中　央　 公　民　 館 13:30 多

23 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9:00 多

26　　厂 こ １歳６ヵ月 べ3歳児健診 中　央　公　民　 館 13:00 福　　祉　　課

27 囗 蓬田中学校大運動会 村総 合 グ ラウ ンド 8:45 蓬 田 中 学 校

28 月 書道教室 中　央　公　民　 館 13:30 中 央 公 民 館

30 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9:00 々

11●行事予定表



蓬

田

診

療

所

増

改

築

増
改
築
さ
れ
、
新
し
く

な
っ
た
蓬
田
診
療
所
が
四

月
二
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

身
障
者
や
高
齢
者
の
た

め
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ

れ
た
り
、
玄
関
も
自
動
ド

ア
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
待
合
室
も
広
く

な
り
、
よ
り
快
適
に
な
り

ま
し
た
。

み
～
つ
け
た

1

4

3

小

学

校

通

り

の

踏

切

（
昭
和
町
通
）
の
遮
断
機

の

先
端

に
キ
リ
ン

の
顔
が
付

い
て

い
ま
す
。

蓬
田
駅
長

に
尋
ね
て
み

た
と
こ
ろ
、
昨
年
の
「
踏

切
事
故
防
止

キ
ャ
ン

ペ
ー

ン
」

の
時
に
取
り
付
け
た

そ
う
で
す
。
取
り
付
け
て

ほ
し

い
箇
所
が
あ
り
ま
し

た
ら

、
多
少
は
可
能
だ
そ

う
で
す
。

人 口 と 世 帯 数　 … ……

（ ３ 月31 日 現 在 ）

総 人 口3,  641 人

・　男　 ………1,727 人 白　 ＼

卜 女 …… …………万1,914 人.･･

j世 帯 数 ／1√094 世 帯

３月受付分

お誕生おめでとうございます

小松　　雅

八幡　紗羅

忍

千恵子

充

奈津子

長女

長女

ご結婚おめでとうございます

森　　　 正（阿弥陀川）

齊 藤 きみ子（青 森 市）

おく やみ申し上げます

森　　初男(阿弥陀川83 歳)

編
　
集
　
後
　
記

四
月
か
ら
担
当
が
変
わ
り
ま

し
た
。
初
め
て
の
た
め
、
苦
労

の
末
よ
う
や
く
で
き
た
次
第
で

す
。こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
に
「
見
や

す
く
・
わ
か
り
や
す
い
広
報
」

を
目
指
し
て
、
一
生
懸
命
が
ん

ば
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

戸 籍 の

窓　　囗

･み～つけた／戸籍の窓　12
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